



Current status and issues related to university-regional collaboration
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今回の調査結果は，専門部局が地域連携におけるあ
る種の温度差（理解不足）を自覚しつつ，奮闘する姿
を浮かび上がらせたが，その改善は，専門部局を設置
し，連携に関わる業務が一元化されるなどの仕組みづ
くりといった次元の問題だけではない。大学が地域社
会に関わることが，教育の質の向上や研究の深化と関
連するという実感や納得が内部の構成員にもたらされ，
同時にこれらに関わる本質と論理の解明が重要となる。
第二に，「エンゲージメント」を実践的に探究してい
くことに関わる課題である。エンゲージメントとは，大
学から社会へという一方通行ではなく，地域社会との
双方向的・互恵的関係をいう［3］。
本アンケート結果からは，「地域からの過剰な期待に
苦慮している大学の現実」が浮き彫りとなった。地域
のニーズと大学のシーズが効果的にマッチングしてい
くためには，その間をつなぐコーディネーターの存在
が重要であることがこれまでも実証されてきた。
同時に，地域の側にも大学との相互互恵的な関係構
築を探究する人や機能が重要となる。その際，地域の
人的機能は，だれが，どのように果たしているのかに
ついての実態調査が必要である。地域社会のニーズは
必ずしも内容，質・量ともに融和的，協調的なものと
して存在しないし，多様であり，複雑である。従って，
地域の側にも大学との調整，橋渡しを担う機能と役割
が求められる。また，地域課題の解決を志向する学習
や実践も様々な領域の知見や技術を横断的に結合し，
融合する行為のなかで創出されていくものである。そ
こに大学の地域連携部局がいかに参画していくのか。地
域のニーズと大学のシーズとのマッチングの内実とし
て具体的な方法論を伴って，問われなければならない
だろう。引き続き，個別事例の収集と検討を進めたい。
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註
［1］ 本アンケートでは，地域連携部局・組織については，
「大学等において自治体や学校・NPO等との連携を一
体的かつ専門的にマネージメントする独立した組織」
と想定して明記した。
［2］ 2010年の生涯学習教育研究センターの改組後の地域連
携・生涯学習センターでは，大学と地域を繋ぐ人的機
能の重要性にいち早く着目して，「大学と地域を繋ぐコ
ーディネーターのための実践交流セミナー」を主催し，
国内の全大学を対象とした実践交流，研修機会として
今日まで継続され，成果として『大学地域連携研究』
を発行するといったように，大学と地域の連携にかか
る特色ある連携を支える仕組みも模索され，実行され
ている。
［3］ 「エンゲージメント」研究については，五島敦子「知識
基盤社会に対応した大学開放」『大学は知の拠点となれ
るのか』ミネルヴァ書房，2016年，p35等がある。
［4］ 同上，和歌山大学『大学地域連携研究』など。
［5］ 大学と地域のパートナーシップ研究会は，大学と地域
のパートナーシップ研究会メンバー（五十音順）に，姉
崎洋一（北海道大学名誉教授），岸上光克（和歌山大学
紀伊半島価値共創基幹・教授），清野未恵子（神戸大学
人間発達環境学研究科・准教授），西川一弘（和歌山大
学紀伊半島価値共創基幹・准教授），藤田和史（和歌山
大学経済学部・准教授），森下順子（和歌山信愛大学・
准教授），山本健慈（学校法人明浄学院（大阪観光大
学）顧問（経営・学術），元和歌山大学・学長），吉用
武史（高知大学地域連携推進センター・准教授）から
なる。
 本稿で取り上げたアンケート調査結果については，
2021年1月24日に開催した第5回研究会を公開して
報告された。
 長年にわたり地域連携の実務に関わってきた小出修嗣
から摂南大学における学内広報の強化の実例が示され
た。また，COVID-19による大学の地域連携の実情と
今後に向けて西川一弘は，学生教育において自身が導
入した「逆FW」によって教育の質を高める方法論を
示し，ニューノーマル時代の大学と地域の連携の今後
に向けた可能性を提示した。第5回研究会には，19大
学23名の参加があった。平日の夕方の時刻の開催であ
ったにもかかわらず北海道から九州という広域にわた
る参加を可能としたのはオンライン研究会の効果であ
った。
